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4. 研究課題の概要（300 字程度） （申請書から変更がある場合は、変更点が分かるように明記してください） 

 浮世絵は、江戸時代に発展した多色摺木版画であり、現在では日本を代表する伝統美術として伝えられて

いる。しかし、浮世絵の版木は、仮に現存する場合であっても、摺り工程による摩耗等により、木版画の再現が

不能なほど劣化している事が多い。また、浮世絵の伝統技法は主に直伝で受け継がれてきたため、浮世絵の

製作手法や使用した材料が現在では不明であることが多い。そこで、本研究では、版木および版画を光計

測・画像解析技術を駆使して科学的に分析することで、当時の浮世絵の製作手法や材料の再現による伝統

技術の復元するための基盤技術の創出を目指す。本研究は、光計測、情報処理、木版研究、浮世絵研究の

専門家と浮世絵職人の産学・文理融合型のチームで推進する。 

5. 研究成果の概要 （この項は、本センターのホームページ・紀要等で公開することがあります） 

本研究では、我々が確立したラマン散乱・自家蛍光分光法による色材分析法を用い、様々な版木・版画のラマ

ン・自家蛍光分光スペクトルデータベースの作成、色材のラマン散乱分光イメージングへの展開、自家蛍光によ

る彫摺技法復元法の検討を行った。 

 まず、昨年度までに確立したラマン散乱・自家蛍光分光法により江戸〜昭和における木版画・版木の色材分
析を行った。その結果、各版画・版木において特徴的なラマンスペクトルが得ることに成功した。また、これまで
の研究で得られた基礎スペクトルデータベースと照合することで、分子同定を試みた。その結果、浮世絵に用
いられてきた墨、黄鉛などの色材を同定することに成功した。 
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 また、木版画における色材のラマン散乱分光イメージングへの展開を行った。特に、用紙繊維 1 本レベル（分

解能〜1 µm）での高分解能ラマンイメージングを行い、各色材の付着の仕方、分布を分析した。その結果、混

色摺刷部において、複数の色材が粒子状に分布している様子を撮像することに成功した。また、ラマンスペクト

ル分析から、各粒子の分子同定も可能であることを示した。色材の種類、形状、大きさ、分布は、色材の製造技

術、および木版画の摺り技術を強く反映した情報であると考えられることから、ラマン散乱分光イメージングは、

浮世絵製作技術を推察、およびデジタル・アーカイブ化する上で非常に有用であることを明らかにした。 

 さらに、自家蛍光分光法を用いた彫摺技法の推定も行った。自家蛍光観察法を用いることで、通常の画像観

察では困難であった微細な色材分布が明瞭に観察できることを見出した。色材分布は、色材の粘度、摺り圧

力・方向、摺刷方法（積層摺刷など）、版木の彫り方などを強く反映していると考えられる。即ち、自家蛍光観察

法により、彫摺技法の一端を観察ができることが見出された 

 今後は、本研究で得られた成果を発展させ様々な版画・版木のデジタル・アーカイブ化を推進するとともに、

さらなる浮世絵技法推定法の検討、および浮世絵技法の復元・継承・保存を行っていく。 
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